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...・H ・・・till 阿告

『偶然に最初に行ったのが市俄古大撃の Baileyの所で，こ Lで岡ら-r-も私は殆んど無理矢理
に Baileyの門下生にされて仕舞ひました。非常に親切友人ですので況切にホダされて私も甘

ルじて Baileyの門に入ります。前にも一寸書いたと思ひますが Baileyは手術の下手で・1-r名友

人ですが， ~：者としてはヨ！と同でピカーの存在で、すから蛍分 B.iiley の下K腰を招ゑて勉強する

のもl吃度得る所が多いと忠ひます。私は2-3ヶ月臨休的な見a撃をしたいと云ったのですが， L6

ヶ月居る，忠ふ通り勉強さしてやる「との事ですので，それに従ひます。 Lアルバイト寸をやる

気はるりませんから，その賠の指導を頼むととはしないつもりですが，若し向ふからとういふ

事をやれと云はれたら断るのも痛ですからやるつもりで居ます。この人は欧羅巴に最もよ〈知

られてゐますので問乙，僻蘭西，英国，西班：f，共他から米園に来る留・襲生は Cushing引退後

皆と Lへやって来ます。現在もハンガリーから一人来てゐます。そとで Bailey日＜ L脳外科の

勉強なら欧諸：巴に行つでも駄目に，と Lに居て勉強した方がよい寸と。それで私はもう欧雑巴

行きはやめます。別に見物に行〈気もありませんから。 Cushingは市俄古では Oldbergの手術

を見ると云ったので・すが首分とれも止めて，専心 Baileyの下に勉強します。 8月迄乙 LK居て，

それから MayoClinic ・c約1ヶ月半見事し10月末に師朝する政定でるります。それで在留期聞

を6ヶ月延長しなければたりませんので」後略・H ・H ・－－
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